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	応用
	抗原情報
	背景
	微小管安定化タンパク質であり、微小管の動態および細胞骨格の組織化の制御に関与している可能性がある。ARHGEF2との相互作用を介してRAC1活性の調節因子として作用し、ラメリポディア形成および細胞運動を制御する可能性がある。活性部位残基を失っているため、プロテアーゼ活性は持たないと考えられる（類似性に基づく）。
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	-
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	CAPN6抗体を用いたヒト胎盤組織ライセートのウェスタンブロット解析。CAPN6マウスモノクローナル抗体は1:1000に希釈した。二次抗体として、ヤギ抗マウスIgG H&L(HRP)抗体を1:3000に希釈したものを使用した。ライセート量は20μg。
	

	CAPN6抗体（緑）を用いたA549細胞のフローサイトメトリー解析。マウスIgG1アイソタイプコントロール（青）と比較。1:25希釈。二次抗体としてAlexa Fluor® 488ヤギ抗マウスIgG抗体（1:400希釈）を使用。

